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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成28年9月1日(2016.9.1)

【公表番号】特表2016-521915(P2016-521915A)
【公表日】平成28年7月25日(2016.7.25)
【年通号数】公開・登録公報2016-044
【出願番号】特願2016-521236(P2016-521236)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ   2/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ    2/16     　　　Ｌ
   Ｈ０１Ｍ    2/16     　　　Ｐ
   Ｈ０１Ｍ    2/16     　　　Ｍ

【手続補正書】
【提出日】平成27年12月18日(2015.12.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気化学素子用分離膜であって、
　多孔性高分子フィルムと、並びに、
　無機物粒子及び有機物粒子のうち一種以上の粒子と、バインダー高分子を含んでなり、
前記多孔性高分子フィルムの一面または両面に形成された多孔性コーティング層とを備え
てなり、
　前記多孔性高分子フィルムが、フィルムの表面と平行に配列された複数のフィブリルが
層状に積層された構造を有し、
　前記多孔性コーティング層が形成されたフィルムの一面側に位置したフィブリルの直径
が、前記フィルムの厚さ方向の中央部に位置したフィブリルの直径よりも更に小さいこと
を特徴とする、電気化学素子用分離膜。
【請求項２】
　前記多孔性コーティング層が形成されたフィルムの一面側に位置したフィブリルの直径
が、前記フィルムの厚さ方向の中央部に位置したフィブリルの直径よりも２～４倍小さい
ことを特徴とする、請求項１に記載の電気化学素子用分離膜。
【請求項３】
　前記多孔性コーティング層が形成されたフィルムの一面側に位置したフィブリルの直径
が、０．０１～０．０４μｍであり、
　前記フィルムの厚さ方向の中央部に位置したフィブリルの直径が、０．０４～０．０８
μｍであることを特徴とする、請求項１又は２に記載の電気化学素子用分離膜。
【請求項４】
　前記多孔性高分子フィルムの一面にのみ形成されている多孔性コーティング層を備えて
なり、
　前記多孔性コーティング層が形成されたフィルムの一面側に位置したフィブリルの直径
が、前記多孔性コーティング層が形成されていないフィルムの他面側に位置したフィブリ
ルの直径よりも更に小さいことを特徴とする、請求項１～３の何れか一項に記載の電気化
学素子用分離膜。
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【請求項５】
　前記多孔性コーティング層が形成されたフィルムの一面側に位置したフィブリルの直径
が、前記多孔性コーティング層が形成されていないフィルムの他面側に位置したフィブリ
ルの直径よりも２～７倍小さいことを特徴とする、請求項１～３の何れか一項に記載の電
気化学素子用分離膜。
【請求項６】
　前記多孔性コーティング層が形成されたフィルムの一面側に位置したフィブリルの直径
が０．０１～０．０７μｍであり、
　前記多孔性コーティング層が形成されていないフィルムの他面側に位置したフィブリル
の直径が０．０７～０．１４μｍであることを特徴とする、請求項１～３の何れか一項に
記載の電気化学素子用分離膜。
【請求項７】
　前記バインダー高分子が、相互隣接する粒子の表面に位置し、これらを相互連結しなが
ら多孔性構造を形成するものであり、
　前記バインダー高分子の大きさが１０～１００ｎｍであることを特徴とする、請求項１
～６の何れか一項に記載の電気化学素子用分離膜。
【請求項８】
　前記多孔性高分子フィルムが、多孔性ポリオレフィンフィルムであることを特徴とする
、請求項１～７の何れか一項に記載の電気化学素子用分離膜。
【請求項９】
　前記多孔性ポリオレフィンフィルムが、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリブチレン
、ポリペンテン、ポリヘキセン、ポリオクテン、エチレン、プロピレン、ブテン、ペンテ
ン、４－メチルペンテン、ヘキセン、オクテンのうち一種以上の共重合体又はこれらの混
合物を含むことを特徴とする、請求項８に記載の電気化学素子用分離膜。
【請求項１０】
　前記多孔性高分子フィルムの厚さが５～５０μｍであり、
　前記多孔性高分子フィルムの気孔の大きさが０．０１～５０μｍであり、及び、
　前記多孔性高分子フィルムの気孔度が１０～９５％であることを特徴とする、請求項１
～９の何れか一項に記載の電気化学素子用分離膜。
【請求項１１】
　前記バインダー高分子が、ポリビニリデンフルオライド－ヘキサフルオロプロピレン、
ポリビニリデンフルオライド－トリクロロエチレン、ポリメチルメタクリレート、ポリブ
チルアクリレート、ポリアクリロニトリル、ポリビニルピロリドン、ポリビニルアセテー
ト、エチレンビニルアセテート共重合体、ポリエチレンオキサイド、セルロースアセテー
ト、セルロースアセテートブチレート、セルロースアセテートプロピオネート、シアノエ
チルプルラン、シアノエチルポリビニルアルコール、シアノエチルセルロース、シアノエ
チルスクロース、プルラン、カルボキシルメチルセルロース、アクリロニトリルスチレン
ブタジエン共重合体及びポリイミドからなる群より選択される一種以上又はこれらの混合
物であることを特徴とする、請求項１～１０の何れか一項に記載の電気化学素子用分離膜
。
【請求項１２】
　前記無機物粒子が、誘電定数が５以上の無機物粒子、リチウムイオン伝達能力を有する
無機物粒子又はこれらの混合物であることを特徴とする、請求項１～１１の何れか一項に
記載の電気化学素子用分離膜。
【請求項１３】
　前記誘電定数が５以上の無機物粒子が、ＢａＴｉＯ3、Ｐｂ（Ｚｒ，Ｔｉ）Ｏ3（ＰＺＴ
）、Ｐｂ1-xＬａxＺｒ1-yＴｉyＯ3（ＰＬＺＴ）、Ｐｂ（Ｍｇ1/3Ｎｂ2/3）Ｏ3－ＰｂＴｉ
Ｏ3（ＰＭＮ－ＰＴ）、ハフニア（ＨｆＯ2）、ＳｒＴｉＯ3、　ＳｎＯ2、ＣｅＯ2、Ｍｇ
Ｏ、ＮｉＯ、ＣａＯ、ＺｎＯ、ＺｒＯ2、Ｙ2Ｏ3、Ａｌ2Ｏ3、ＴｉＯ2、ＳｉＣ又はこれら
の混合物であることを特徴とする、請求項１２に記載の電気化学素子用分離膜。



(3) JP 2016-521915 A5 2016.9.1

【請求項１４】
　前記リチウムイオン伝達能力を有する無機物粒子が、リチウムホスフェート（Ｌｉ3Ｐ
Ｏ4）、リチウムチタンホスフェート（ＬｉxＴｉy（ＰＯ4）3、０＜ｘ＜２、０＜ｙ＜３
）、リチウムアルミニウムチタンホスフェート（ＬｉxＡｌyＴｉz（ＰＯ4）3、０＜ｘ＜
２、０＜ｙ＜１、０＜ｚ＜３）、（ＬｉＡｌＴｉＰ）xＯy系列ガラス（０＜ｘ＜４、０＜
ｙ＜１３）、リチウムランタンチタネート（ＬｉxＬａyＴｉＯ3、０＜ｘ＜２、０＜ｙ＜
３）、リチウムゲルマニウムチオホスフェート（ＬｉxＧｅyＰzＳw、０＜ｘ＜４、０＜ｙ
＜１、０＜ｚ＜１、０＜ｗ＜５）、リチウムナイトライド（ＬｉxＮy、０＜ｘ＜４、０＜
ｙ＜２）、ＳｉＳ2系列ガラス（ＬｉxＳｉyＳz、０＜ｘ＜３、０＜ｙ＜２、０＜ｚ＜４）
、Ｐ2Ｓ5系列ガラス（ＬｉxＰyＳz、０＜ｘ＜３、０＜ｙ＜３、０＜ｚ＜７）又はこれら
の混合物であることを特徴とする、請求項１２に記載の電気化学素子用分離膜。
【請求項１５】
　前記有機物粒子が、ポリスチレン、ポリエチレン、ポリイミド、メラミン系樹脂、フェ
ノール系樹脂、セルロース、セルロース変性体、ポリプロピレン、ポリエステル、ポリフ
ェニレンスルファイド、ポリアラミド、ポリアミドイミド、ポリイミド、ブチルアクリレ
ートとエチルメタクリレートとの共重合体又はこれらの混合物であることを特徴とする、
請求項１～１４の何れか一項に記載の電気化学素子用分離膜。
【請求項１６】
　前記無機物粒子及び有機物粒子の平均粒径が、それぞれ独立的に０．００１～１０μｍ
であることを特徴とする、請求項１～１５の何れか一項に記載の電気化学素子用分離膜。
【請求項１７】
　電気化学素子であって、
　カソードと、アノードと、及びカソードとアノードとの間に介された分離膜とを備えて
なり、
　前記分離膜が、請求項１～１６の何れか一項に記載の電気化学素子用分離膜であること
を特徴とする、電気化学素子。
【請求項１８】
　前記電気化学素子が、リチウム二次電池であることを特徴とする、請求項１７に記載の
電気化学素子。
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